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平成15年２月20日
原子力安全対策課
（１４－１１６）
＜11時資料配付＞

高速増殖原型炉もんじゅの平成13・14年度設備点検の終了について

このことについて、核燃料サイクル開発機構から下記のとおり連絡を受けた。

記

高速増殖原型炉もんじゅ（高速増殖原型炉；定格出力28.0万kW）は、平成７年

12月８日に発生した、２次主冷却系ナトリウム漏えい事故のため停止しているが、

設備・機器の保安確保のため、平成13年９月８日より実施してきた設備点検 に＊１

ついては、本日（２月20日 ）で計画した作業をすべて終了する。＊２

今回の設備点検では、制御棒駆動機構の分解点検 を行うとともに、計画的に＊３

実施している安全保護系計器等の点検、 次および 次主冷却系循環ポンプの点1 2
検、原子炉補機冷却水・海水設備の点検、ディーゼル発電機設備の分解点検等を

実施した。

また、設備保全の観点から、制御盤内電装品の交換工事および取水口部周辺の

浚渫作業を実施した。

＊ ：「もんじゅ」は試運転段階であり、法律に定められた定期検査を実施する必要は1

ないが、設備・機器の保安確保のため年度毎に計画をたて、自主的に設備点検

を行っている。

＊２：当初、平成14年９月中旬に終了予定であったが、設備点検内容を見直し、１次
主冷却系統設備の点検等を追加したことにより、設備点検終了時期を平成15年
２月中旬に変更した。（平成14年８月２日 資料配付済）

＊３：制御棒駆動機構は、前回の点検（平成５年度）以降約８年を経過しており、設
備維持の観点から制御棒駆動機構を工場に搬出し、分解点検を行うとともに、
駆動機構内部の電気部品、摺動部材等の劣化部品を交換した。

（参考）過去の設備点検

・平成 年度設備点検 平成 年３月18日～ 月 日7 8 8 4
・平成８・９年度設備点検 平成 年３月３日～12月11日9
・平成10・11年度設備点検 平成10年９月28日～平成11年９月17日

・平成12年度設備点検 平成12年10月16日～平成13年３月23日
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１．設備点検工事

設 備 点 検 内 容

制御棒駆動機構 粗調整棒駆動機構(５基)、後備炉停止棒駆動機構(３基)につ

いて、メーカに搬出し分解点検を実施するとともに、原子炉（図－１）

施設での単体での作動検査を実施した上で、制御棒駆動機構

部への据付が完了した。

分解点検未実施の微調整棒駆動機構(３基)、粗調整棒駆動機

構(５基)、後備炉停止棒駆動機構(３基)については、制御棒

駆動機構部から取り外し、メーカへ搬出した。

計測制御設備 安全保護系等の計器類について、点検校正等を実施した。

１次冷却系設備 １次主冷却系循環ポンプ(Ｂ)のメカニカルシールの分解点検

及びナトリウム充填ドレン系、オーバフロー系のエクステン

ション弁の分解点検・簡易点検を実施した。

２次冷却系設備 ２次主冷却系循環ポンプ(Ａ)のメカニカルシール分解点検等

を実施した。

１次ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ系設備 １次アルゴンガス系圧縮機(Ａ,Ｂ)の分解点検等を実施した｡

原子炉補機冷却水設備 原子炉補機冷却水ポンプ５台のうち３台の分解点検、熱交( )
換器４基全数の開放点検等を実施した。( )

原子炉補機冷却海水設備 原子炉補機冷却海水ポンプ５台全数の分解点検、海水スト( )
レーナの開放点検等を実施した。

燃料取扱及び貯蔵設備 燃料出入設備の点検等を実施した。

機器冷却系設備 機器冷却系冷凍機(Ａ,Ｂ)の分解点検及びポニーモーター冷

却ユニット(Ｂ)、電磁ポンプ冷却ユニット(Ｂ)の分解点検等

を実施した。

制御用圧縮空気設備 空気圧縮機Ａの分解点検、制御用空気貯槽Ａの開放点検( ) ( )
等を実施した。

放射性廃棄物処理設備 気体廃棄物処理系廃ガス圧縮機(Ａ,Ｂ)の分解点検、液体廃

棄物処理系廃液蒸発濃縮器(Ｂ)の開放点検及び液体廃棄物処

理系廃液凝縮器(Ｂ)の分解・開放点検を実施した。

換気空調設備 空調用冷媒設備冷凍機Ａ,Ｃ 、空調用冷水設備冷凍機２( ) (
台）の分解点検等を実施した。

所内電源供給設備 所内電源高圧母線５系統のうち２系統の遮断器分解点検等( )
を実施した。

ディーゼル発電機設備 ディーゼル発電機Ａ,Ｂ,Ｃ の分解点検等を実施した。( )

放射線管理設備 モニタリングポスト、排気筒モニタ類の線源校正、計器点検

等を実施した。
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２．設備保全等の工事

図－２）（１）制御盤内電装品の交換（

ナトリウム漏えい事故に伴い、ナトリウムエアロゾル の付着のあった制御＊４

盤については、清掃を実施するとともに点検を行い、健全性を確認しているが、

信頼性確保の観点から、制御盤内での基盤およびリレー等の電装品の交換を平

成10年度より計画的に実施している。

本設備点検では、２次主冷却系ナトリウムの液位や蒸気発生器での伝熱管漏

えいの監視等を行っている制御盤（24面）の電装品の交換を行い、計画した制

御盤内電装品の交換（47面）を完了した。（平成14年３月）

＊４：ナトリウムエアロゾル
ナトリウム化合物が空気中の炭酸ガスと反応して、生成された炭酸ナトリウム
または炭酸水素ナトリウム。

図－３）（２）取水口部の浚 渫（
しゅんせつ

近年、取水口前面に砂が堆積してきており、冷却水の取水機能に影響が生じ

る可能性があることから、平成11年度から取水口前面の浚渫を実施し、今年度

の作業について終了した。
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＊点検対象制御盤は、47面あり、23面は平成12年度までに終了。
　平成13・14年度は24面実施し終了。

制御盤内電装品の交換作業内容
・リレーの交換
・ヒューズの交換
・信号変換器の交換等

交換対象制御盤

2次主冷却系中間熱交換器
出口配管（Cループ)

2次主冷却系
ナトリウム漏えい個所

格納容器内

エアロゾル：ナトリウム化合物が空気中の炭酸ガスと反応
　　　　　　して、生成された炭酸ナトリウムまたは炭酸
　　　　　　水素ナトリウムである。
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制御盤内電装品の交換

取水口部の浚渫

項   目
平成１３年度 平成１４年度

１０月 １１月 １２月 １月 ２月９月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 １１月 １２月 １月 ２月９月 ３月１０月

(5/7～9/18) (5/13～7/9終了)

平成１３、１４年度設備点検期間内の設備保全工程 ：実績：計画

制御棒駆動機構

計測制御設備

１次主冷却系設備

２次主冷却系設備

１次アルゴンガス系設備

原子炉補機冷却水設備

原子炉補機冷却海水設備

燃料取扱及び貯蔵設備

機器冷却系設備

制御用圧縮空気設備

放射性廃棄物処理設備

換気空調設備

所内電源供給設備

ディーゼル発電機設備

放射線管理設備

項目
平成１３年度 平成１４年度

１０月 １１月 １２月 １月 ２月

粗調整棒(5/10)、後備炉停止棒駆動機構(3/6) 粗調整棒、後備炉停止棒駆動機構

安全保護系計器類の点検、校正等

循環ポンプ(Ａ)メカシール交換等

１次Ａｒ系圧縮機(Ｂ)の点検等

熱交換器(Ｂ)の点検等

海水ポンプ(Ｂ、Ｃ２)の点検等 海水ポンプ(Ａ、Ｃ１、Ｃ３)の点検等

冷凍機（Ｂ）の点検等 冷凍機（Ａ）の点検等

圧縮機（Ａ）の点検等

廃ガス圧縮機（Ａ）の点検等

空調用冷媒設備冷凍機（Ａ、Ｃ）、空調用冷水設備冷凍機（ⅠＡ、ⅡＡ、Ｂ）換気系ファンの点検等

１Ｃ－Ｍ／Ｃの点検等

Ａ－Ｄ／Ｇの点検等 Ｃ－Ｄ／Ｇの点検等 Ｂ－Ｄ／Ｇの点検等

モニタリングポスト、排気筒モニタ類の点検等

燃料出入機(A,B)のドアバルブ点検等

液廃系廃液蒸発濃縮器（Ｂ）の点検等

弁等の点検

９月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 １１月 １２月 １月 ２月９月 ３月

Ｂループ点検（主循環ポンプ、弁等）

ポニーモーター・電磁ポンプ冷却ユニット（Ｂ）
の点検等

１０月

１次Ａｒ系圧縮機(Ａ)の点検等

微調整棒駆動機構

モニタリングポスト、排気筒モニタ類の点検等

廃ガス圧縮機（Ｂ）の点検等
廃液凝縮器（Ｂ）の点検等

冷却水ポンプＡ、Ｃの点検等

（法令に基づき、毎年定期的に実施）

１Ｅ－Ｍ／Ｃの点検等

＊1

＊2

（9/8～10/5)

（9/8～3/28)

(10/4～11/26)

(10/1～11/7)

(11/26～12/14)

(10/30～12/25)

(10/19～ 2/15 )

(11/7～12/27)

(12/4～2/22)

＊2　廃液凝縮器（Ｂ）等（廃ガス圧縮機（Ｂ）含む）は、夏場の結露増加対策として、点検時期を冬場に変更した。

＊1　制御棒駆動機構は点検実績から作業期間を延長した。

(2/13 ～3/1)

(2/1～3/12)

(5/20～7/10)

(1/31～2/26) (4/15～5/31 , 6/3～7/4)

(1/14 ～2/28) (4/15～5/31, 6/3～7/5)

(6/3～7/5)

(1/10～2/21)

(5/20～28、6/19～8/8)

(4/14～4/23 , 5/22～9/5)

(3/1 ～3/11) (5/9 ～5/13)

(5/7～5/31)
(7/16～8/12)

(6/1  ～　9/10 )
(10/16～3/22)

(8/19～10/18)

備　　考

備　　考

平成１３、１４年度設備点検計画・実績工程 ：追加 ：実績：計画

平成15年2月20日

（9/3～10/24)

(11/4～2/5)

(11/18～1/16)

C-D/G復旧作業終了
（11/18～22)

(12/6～12/20)

(12/10～2/10)

(～2/12)

平成15年2月20日

(11/18～12/6)


